
川
崎
病
の
ほ
か
高
安
病
も

原
因
解
明
に
新
展
開

年の大規模花粉飛散で難病患者急増 投
　
稿

粟
屋
昭
（
皮
膚
科
学
疫
学
研
究
所
代
表
、医
学
博
士
）

ド
ロ
ー
ン
同
士
が
直
接
通
信

ニ
ア
ミ
ス
を
自
動
的
に
回
避

ＮＩＣＴが実験成功　目視外の安全運用はかる

最優秀賞　兵庫の山本碧さん

電気学会高校生懸賞論文コンテスト

「
日
本
発
」宇
宙
で
の
暮
ら
し
考
え
る

初代しらせ船内で長期滞在を模擬

民間による国内初の試み

通
信
途
絶
時
の
対
応

研
究
者
と
し
て
興
味

人
間
関
係
の
維
持
が
課
題

波
風
立
て
な
い
日
本
人
　
重
要
な
役
割

（６）第３７１５号第３種郵便物認可 ２０１９年（平成年）２月８日（金曜日）（週　刊）

　
小
児
疾
患
の
川
崎
病
（
Ｋ
Ｄ
）
は
、
現
在
年

間
１
万
６
０
０
０
人
が
罹
患
す
る
全
身
性
血
管

炎
で
す
。
私
は
Ｋ
Ｄ
を
は
じ
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
や
膠
原
病
や
皮
膚
疾
患
の
中
に
、
花
粉
飛

散
数
増
加
に
連
動
し
て
患
者
数
が
増
加
す
る
疾

患
が
花
粉
症
以
外
に
多
々
あ
る
こ
と
に
着
目

し
、
２
０
０
２
年
よ
り
花
粉
惹
起
（
誘
導
）
疾

患
（
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Pollen-Induced Diseases
）
と

名
づ
け
、
１
９
９
１
～
２
０
０
２
年
の
神
奈
川

県
６
０
０
０
人
の
Ｋ
Ｄ
月
別
発
症
数
と
、

花
粉
飛
散
数
の
交
差
相
関
解
析
と
指
数
関

数
を
用
い
た
ト
レ
ン
ド
解
析
や
回
帰
分
析

に
よ
り
、
Ｋ
Ｄ
は
被
曝
後
平
均

・
４
カ

月
で
発
症
に
到
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

Ｋ
Ｄ
発
症
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
跡
腫
脹
現
象

を
考
慮
し
て
、
Ｋ
Ｄ
は
花
粉
被
曝
に
対
す

る
遅
延
型
過
敏
反
応
で
あ
ろ
う
と
主
張
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
Ｋ
Ｄ
同
様
に
全
身
性
血
管

炎
で
あ
る
高
安
病
の
難
病
情
報
セ
ン
タ
ー

の
累
積
登
録
数
の
年
次
変
動
棒
グ
ラ
フ
の

１
９
８
４
年
部
分
に
着
目
し
て
、
ジ
ャ
ン

プ
を
見
抜
い
た
こ
と
を
端
緒
に
、
１
９
７

９
年
に
飛
散
増
加
が
始
ま
り
１
９
８
２
年

の
当
時
最
大
の
花
粉
飛
散
に
反
応
し
て
高

安
病
登
録
患
者
数
が
急
増
し
た
の
で
は
な

い
か
と
想
定
で
き
る
こ
と
、
次
い
で
前
年

度
か
ら
の
登
録
患
者
増
加
数
を
折
れ
線
グ

ラ
フ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
９
８
４
年

の
登
録
患
者
数
の
顕
著
・
急
速
な
増
加
ピ

ー
ク
を
如
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
提
示
致
し
ま
す（
Ｆ
ｉ
ｇ
・
１
参
照
）。

　
次
に
、
他
の
血
管
炎
症
候
群
で
あ
る
バ

ー
ジ
ャ
ー
病
と
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
の
患
者

数
の
変
動
も
エ
ク
セ
ル
グ
ラ
フ
化
し
た
と

こ
ろ
、
高
安
病
同
様
の
１
９
８
４
年
の
登

録
数
の
顕
著
な
増
加
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
感
受
性
の
高
い
乳
幼
児
は
、
１
９
８

２
年
の
か
つ
て
な
い
大
量
花
粉
飛
散
に
対
す
る

遅
延
型
過
敏
反
応
で
、
当
時
過
去
最
大
数
の
川

崎
病
を
発
症
し
ま
し
た
。

　
高
安
病
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト

病
等
を
発
症
し
た
患
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
花
粉

飛
散
に
対
し
て
は
耐
性
の
た
め
な
の
か
、
発
症

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
９
８
２
年
の
大
規
模

花
粉
飛
散
に
は
耐
え
ら
れ
ず
反
応
し
て
発
症
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
患
者
の
実
際
の
発
症
年
月

日
を
難
病
財
団
保
有
の
デ
ー
タ
や
、
主
治
医
の

当
時
の
カ
ル
テ
か
ら
、
そ
れ
に
関
し
て
有
用
な

情
報
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
年
月
が
随
分
経

過
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
遺
憾
な
限
り
で

す
。

　
こ
れ
ら
疾
患
の
新
規
登
録
数
が
、
軌
を
一
に

し
て
、
１
９
８
４
年
ピ
ー
ク
を
示
し
た
こ
と

は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
知
見
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
原
因
不
明
と
さ
れ
て
き
た
難
病

た
る
疾
患
が
、
花
粉
が
共
通
し
て
ト
リ
ガ
ー
と

な
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
く
、
他
の
自
己
抗
原

に
対
す
る
自
己
抗
体
を
産
生
す
る
自
己
免
疫
疾

患
や
、
膠
原
病
等
や
消
化
器
系
疾
患
等
々
に
つ

い
て
も
、
そ
の
可
能
性
が
別
途
示
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
花
粉
被
曝
除
け
で
多
く
の
難
病
予
防
の
見

込
み
が
出
て
き
た
の
で
す
。

　
情
報
通
信
研
究
機
構
は
、
ド
ロ
ー
ン
間
の
直
接
通
信
に
よ
り
、
情
報
を
共
有

す
る
シ
ス
テ
ム
「
ド
ロ
ー
ン
マ
ッ
パ
ー
」
を
用
い
て
、
合
計
３
機
ま
で
の
ド
ロ

ー
ン
が
自
律
的
に
ニ
ア
ミ
ス
を
回
避
す
る
実
験
に
成
功
し
た
。
内
閣
府
「
Ｉ
ｍ

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
（
革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
の
一
環
で
行
わ
れ
た
。

　
電
気
学
会
（
山
口
博
会
長
）

は
、
平
成

年
度
電
気
学
会
高

校
生
懸
賞
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

受
賞
作
品
を
１
月

日
発
表
し

た
。
今
年
度
の
最
優
秀
論
文
賞

は
、
山
本
碧
さ
ん
（
兵
庫
県
立

洲
本
実
業
高
）
の
作

品
「
地
球
と
人
と
の

確
か
な
つ
な
が
り
に

む
け
て
」
が
受
賞
し

た
。
最
優
秀
論
文
賞

と
優
秀
論
文
賞
の
作

品
は
主
催
の
同
学
会

電
気
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
門
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（http://www.iee.j
p/pes/

）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
表
彰
式

は
３
月

日
に
開
催

さ
れ
る
。

　
優
秀
論
文
賞
は
、

松
本
爽
良
さ
ん
（
米
子
工
業
高

専
）
の
「
炭
電
池
の
性
能
評
価

と
小
型
化
」
が
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
佳
作
賞
は
富
松
利
球

さ
ん
（
祐
誠
高
）
と
、
安
達
一

生
さ
ん
（
福
井
工
業
高
専
）
が

受
賞
。
審
査
員
特
別
賞
は
鈴
木

真
啓
さ
ん
（
愛
知
工
業
大
学
名

電
高
）
が
受
賞
。
指
導
者
賞
は

長
尾
伸
洋
氏
（
兵
庫
県
立
洲

本
実
業
高
教
員
）
が
受
賞
し

た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
高
校
生
が
電
気

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
身
近
な
も
の
に
感

じ
、
日
本
の
基
盤
を

支
え
未
来
を
拓
く
有

望
な
技
術
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、
電
気

工
学
を
学
ぶ
機
会
に

な
る
こ
と
を
期
待
し

て
実
施
。
高
等
学
校

ま
た
は
高
等
専
門
学

校
３
年
生
ま
で
の
個

人
を
対
象
と
し
て
い

る
。
入
賞
者
に
は
表

彰
状
の
ほ
か
、
副
賞
と
し
て
最

優
秀
論
文
賞
は
５
万
円
、
優
秀

論
文
賞
は
３
万
円
、
佳
作
と
審

査
員
特
別
賞
に
は
１
万
円
、
指

導
者
賞
に
は
５
万
円
の
副
賞
が

贈
ら
れ
る
。

　
近
年
、
ド
ロ
ー
ン
同
士
あ
る
い

は
ド
ロ
ー
ン
と
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
ニ
ア
ミ
ス
事
例
の
報
告
が
相

次
い
で
い
る
。
ま
た
、
産
業
分
野

で
の
利
用
が
本
格
化
し
た
こ
と

で
、
目
視
外
で
の
運
用
も
増
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を

含
む
飛
翔
体
同
士
が
位
置
情
報
を

共
有
し
、
安
全
な
距
離
を
保
ち
な

が
ら
運
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
を
目
視
外
で
運
用
す

る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
た
飛
行
経
路
や
飛
行
方
法

に
従
っ
て
自
動
飛
行
さ
せ
る
方
法

や
、
操
縦
者
が
ド
ロ
ー
ン
の
カ
メ

ラ
等
で
周
囲
を
把
握
し
な
が
ら
飛

行
す
る
方
法
が
あ
る
。こ
れ
ら
は
、

予
期
し
な
い
他
の
飛
翔
体
の
接
近

に
対
応
で
き
な
か
っ
た
り
、
距
離

が
近
く
な
ら
な
い
と
回
避
等
の
対

応
が
で
き
な
い
問
題
が
あ
っ
た
。

　
同
機
構
は
、
９
２
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯

通
信
で
機
体
間
の
位
置
情
報
を
共

有
す
る
シ
ス
テ
ム
「
ド
ロ
ー
ン
マ

ッ
パ
ー
」
を
開
発
。
昨
年
３
月
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
実
験

で
、
複
数
の
ド
ロ
ー
ン
間
、
ド
ロ

ー
ン
と
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機

体
間
、
そ
れ
ら
の
飛
翔
体
と
地
上

局
の
間
で
、
途
中
に
障
害
物
が
な

け
れ
ば
約
９
㌔
㍍
を
隔
て
て
も
、

１
秒
ご
と
に
相
互
の
飛
行
位
置
、

各
機
体
の
識
別
番
号
を
把
握
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
今
回
、
ド
ロ
ー
ン
同
士
の
機
体

間
通
信
で
、
位
置
情
報
や
識
別
番

号
を
共
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
位
置
情
報
を
ド
ロ
ー
ン
の
飛

行
制
御
に
活
用
す
る
飛
行
制
御
装

置
を
製
作
し
、
空
中
で
の
ニ
ア
ミ

ス
回
避
に
応
用
す
る
実
証
実
験
を

行
っ
た
。こ
の
飛
行
制
御
装
置
は
、

ド
ロ
ー
ン
マ
ッ
パ
ー
で
共
有
さ
れ

る
周
辺
の
ド
ロ
ー
ン
の
位
置
情
報

で
接
近
を
検
知
し
、
接
近
す
る
ド

ロ
ー
ン
の
飛
行
方
向
に
応
じ
て
、

飛
行
速
度
や
飛
行
方
向
を
制
御
す

る
コ
マ
ン
ド
を
フ
ラ
イ
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
出
力
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
に
従
い
飛
行
す
る
も
の
だ
。

こ
れ
は
ド
ロ
ー
ン
同
士
が
互
い
の

位
置
情
報
を
用
い
て
飛
行
を
す
る

た
め
、
操
縦
者
を
介
さ
な
い
自
律

し
た
飛
行
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
評
価
す
る
た

め
昨
年

月
、
異
な
る
操
縦
者
が

運
用
す
る
複
数
の
ド
ロ
ー
ン
に
、

ド
ロ
ー
ン
マ
ッ
パ
ー
と
飛
行
制
御

装
置
を
搭
載
し
て
実
験
を
行
っ

た
。
実
環
境
で
ド
ロ
ー
ン
間
の
直

接
通
信
に
よ
り
、
互
い
の
位
置
情

報
か
ら
接
近
を
検
知
し
て
、
約


㍍
接
近
し
た
段
階
で
自
動
的
に
ニ

ア
ミ
ス
回
避
行
動
を
と
る
こ
と
が

で
き
て
お
り
、
各
ド
ロ
ー
ン
は
安

全
な
距
離
を
保
っ
た
ま
ま
目
的
地

ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
回
の
実
験
は
、
毎
秒
１
㍍
と

い
う
非
常
に
ゆ
っ
く
り
し
た
速
度

で
行
っ
た
も
の
だ
。
今
後
は
さ
ら

に
飛
行
速
度
が
増
し
た
状
態
で
検

証
を
行
う
と
共
に
、
同
時
飛
行
台

数
を
増
や
し
た
り
、
様
々
な
飛
行

シ
ナ
リ
オ
の
評
価
を
行
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
、
ド
ロ
ー
ン
同
士
だ

け
で
な
く
、
ド
ロ
ー
ン
と
有
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
と
の
接
近
検
知
、
飛

行
制
御
も
行
い
、
性
能
の
検
証
を

し
て
い
く
と
い
う
。

　
近
年
、
月
や
火
星
へ
の
有
人
宇
宙
探
査
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
た
。
地
上
の
４
０
０
㌔
㍍
上
空
を
周
回
す
る
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
の
建
造
が
始
ま
っ
て
か
ら

年

を
迎
え
た
現
在
、
人
類
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
枠
を
超
え
て
生
存

の
場
を
着
実
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
試
み
に

つ
い
て
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

宇
宙
医
学
生
物
学

研
究
グ
ル
ー
プ
の

井
上
夏
彦
主
任
研
究
開
発
員
は
「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
も
将
来

の
有
人
宇
宙
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
国
際
的
に
貢
献
し
、

日
本
が
リ
ー
ド
で
き
る
技
術
を
検
討
中
で
す
。
長
期
滞

在
に
関
す
る
こ
と
で
言
え
ば
、
宇
宙
飛
行
士
自
身
が
ス

ト
レ
ス
を
把
握
で
き
る
手
法
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。
地
球
と
の
通
信
が
途
絶
え
た
時
で
も
、
チ
ー
ム
が

ま
と
ま
っ
て
活
動
で
き
る
こ
と
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
実
験
は
研
究
者
と
し
て
興
味
を
引
か
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
実
験
か
ら
得
ら
れ
る
成
果

は
、
将
来
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
獲
得
し
よ
う
と
す
る
技
術
で
も

あ
り
ま
す
」
と
話
し
た
。

　現在、宇宙服作製などのための資金（万円）
を募っており、クラウドファンディング（https://a
-port.asahi.com/projects/shirase/）を実施している。

　
人
類
が
宇
宙
に
行
く
に
は
、
少
な
く
と
も

呼
吸
の
た
め
の
酸
素
や
適
度
な
温
度
な
ど
、

地
上
で
は
当
た
り
前
の
環
境
を
宇
宙
船
な
ど

極
小
空
間
に
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
月
・
火
星
の
有
人
宇
宙
探
査
と
な
る
と

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
閉
鎖
空
間
で
持

続
可
能
な

暮
ら
し

を
成
立
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
火
星
に
行
く
な
ら
ば
年

単
位
で
同
じ
メ
ン
バ
ー
と
小
さ
な
宇
宙
船
で

過
ご
し
、
日
々
の
仕
事
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
ぐ
地
上
（
外
部
）
と
通
信
で

き
、
危
機
的
な
状
態
を
数
時
間
の
う
ち
に
脱

す
る
こ
と
が
で
き
る
比
較
的
安
全
な
Ｉ
Ｓ
Ｓ

や
海
中
居
住
な
ど
と
状
況
が
異
な
っ
て
く

る
。

　
閉
鎖
空
間
で
の
長
期
滞
在
に
つ
い
て
は
１

９
９
０
年
代
に
行
わ
れ
た
宇
宙
滞
在
を
想
定

し
た
米
国
で
の
バ
イ
オ
ス
フ
ィ
ア
２
（
約
２

年
）
や
、
最
近
で
は
欧
州
宇
宙
機
関
と
ロ
シ

ア
医
学
生
物
学
研
究
所
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｐ
）
に
よ

る
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
５
０
０
（
計
５
２
０
日
）
、
米

国
の
マ
ー
ズ
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
Ｍ
ａ
ｒ
ｓ
１
６

０
（
約
１
６
０
日
）
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で
も
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ａ
（

日
間
）
な
ど
の
実
験
が
行
わ
れ
て

い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｐ
に
よ
る
Ｓ
Ｉ

Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
（
約
１
年
）
な
ど
も
進
行
中
だ
。

国
内
で
も
こ
れ
ま
で
、
海
洋
研
究
開
発
機
構

の
シ
ー
ト
ピ
ア
計
画
関
連
で
最
大
で

日
間

（
シ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
）
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
で
は

日
間
の
閉
鎖
空

間
で
の
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
試
み
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た

文
化
背
景
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
間
で
、
い
わ
ゆ

る
人
間
関
係
の
破
綻
が
問
題
に
な
る
こ
と
も

多
く
、
そ
の
解
決
方
法
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て

い
な
い
と
い
う
。

　
関
係
者
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ

ー
の
ミ
ス
チ
ョ
イ

ス
や
訓
練
不
足
を

指
摘
し
て
き
た

が
、
そ
こ
に
疑
問

を
持
っ
た
の
が
極

地
建
築
家
の
村
上

祐
資
氏
だ
。
こ
れ
ま
で
南
極
観
測
隊
（
越
冬

隊
）
や
富
士
山
山
頂
の
旧
測
候
所
な
ど
に
滞

在
、
Ｍ
ａ
ｒ
ｓ
１
６
０
に
は
副
隊
長
と
し
て

唯
一
の
日
本
人
と
し
て
参
加
、
ア
ジ
ア
人
だ

け
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
た
火
星
滞
在
模
擬
実

験
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
１
９
１
も
米
国
ユ
タ
州
で
実
施

し
て
き
た
。

　
宇
宙
で

暮
ら
す

こ
と
に
興
味
を
持
つ

村
上
氏
は
「
今
、
想
定
さ
れ
て
い
る
宇
宙
で

の
長
期
滞
在
は
、
合
理
的
で
科
学
的
な
指
標

に
基
づ
い
て

暮
ら
し

が
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
だ
と
自
分
と
異

な
る
文
化
背
景
を
持
つ
人
々
と
生
活
す
る
こ

と
で
の
軋
轢
等
を
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
、

ひ
と
た
び
問
題
が
起
き
る
と
収
拾
が
つ
か
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

日
本
人
の
曖
昧
で
波
風
立
て
な
い
よ
う
物
事

を
収
め
る
と
い
っ
た
一
見
悪
い
よ
う
に
見
え

る
こ
と
も
、
真
面
目
で
改
善
し
て
い
こ
う
と

い
う
気
質
と
相
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
特
殊

な
空
間
で
の
暮
ら
し
に
は
一
番
必
要
な
能
力

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
分
か
り
合
え
な

い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
目
的
の
輪
郭
だ

け
を
共
有
す
る
よ
う
な
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
が
カ
ギ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
Ｍ
ａ
ｒ
ｓ
１

６
０
で
は
私
は
聞

き
役
に
な
り
、
チ

ー
ム
の
バ
ラ
ン
サ

ー
と
し
て
役
立
っ

て
い
た
よ
う
で

す
」
と
話
す
。

　
そ
こ
で
、
宇
宙
で

暮
ら
す

た
め
の
方

法
を
、
日
本
の
視
点
か
ら
考
え
る
試
み
が
始

ま
る
。
２
月

日
か
ら

日
間
、
船
橋
港

（
千
葉
県
）
に
停
泊
し
て
い
る
南
極
観
測
船

だ
っ
た
初
代
し
ら
せ

（
現
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｅ
）
を
、
火
星
に

向
か
う
宇
宙
船
を
想

定
し
た
模
擬
宇
宙
生

活
施
設
と
す
る
実
験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
こ
の
日
本
初
の
民

間
実
験
の
発
案
者
の

村
上
氏
は
「
宇
宙
と

い
う
言
葉
は
物
事
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
し
て

い
く
力
が
あ
り
ま

す
。
長
く
続
い
て
い

る
南
極
観
測
隊
な

ど
、
日
本
で
蓄
積
さ

れ
て
き
た
極
地
す
な

わ
ち
閉
鎖
空
間
に
お

け
る

暮
ら
し

の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
宇
宙
で

の
暮
ら
し
に
活
か
せ

な
い
か
と
考
え
、
今

回
の
実
験
を
提
案
し
ま
し
た
」
と
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
施
設
を
日
本
で
つ
く
れ
る
の

か
を
検
証
す
る
こ
と
が
当
面
の
目
的
と
な

る
。
こ
の
実
験
は
単
な
る
宇
宙
滞
在
の
模
擬

実
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
提
案
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
地
域
や
職
場
、
災
害
後
の
避

難
所
な
ど
で
起
き
る

暮
ら
し

の
中
の
課

題
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

　
今
回
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
船
内
に
、
宇

宙
エ
リ
ア
（
船
内
・
船
外
）
と
地
球
エ
リ
ア

（
管
理
室
）
を
想
定
し
た
空
間
を
つ
く
り
、

４
人
が

日
間
、
模
擬
宇
宙
で
緊
急
事
態
へ

の
対
応
も
含
め
た
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
こ

な
し
て
い
く
。
他
エ
リ
ア
と
は
隔
絶
し
て
お

り
、
機
械
室
を
船
外
と
見
立
て
て
、
宇
宙
船

の
修
理
な
ど
を
行
う
。
「
宇
宙
船
外
」
で
は

宇
宙
服
を
着
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
宇
宙

服
は
人
数
分
な
い
た
め
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー

は
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
時
代
に
提
案
さ
れ
た

レ
ス
キ
ュ
ー
ボ
ー
ル
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
家
族
な
ど
と
も
連
絡
は
と
れ
る
が
、

通
信
制
限
（
定
期
交
信
）
や
タ
イ
ム
ラ
グ
が

あ
る
環
境
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
も
検
討
し
て
い
く
と
い
う
。

南極観測船の初代しらせを使った模擬宇宙生活施設実験の模式図


